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は じ め に 
 

疾患モデル総合研究センター⻑  ⼤⿊多希⼦  

疾患モデル総合研究センターとしての年報の発⾏は今年が初めてとなります。昨年度 4 ⽉に，学

際科学実験センターから発展的に改組して当センターは，アイソトープ総合研究施設，アイソトー

プ理⼯系研究施設，実験動物研究施設，研究基盤⽀援施設，機器分析施設の５つの学内共同利⽤施

設からなる実験⽀援部⾨と，疾患解析プローブ・ケミカル分野，疾患モデル分野，疾患オミクス分

野からなる研究⾼度化部⾨の２つの分野から構成された部局となります。実験⽀援部⾨では，これ

までと同様に個々の研究室が保持することが難しい RI，動物，遺伝⼦，⼤型・精密機器を⽤いた実

験の場を提供するとともに，受託解析などの研究⽀援内容を，施設研究基盤統括本部と連携し，教

員と技術職員が協⼒して，さらに拡充することを⽬指しています。研究⾼度化部⾨では，これまで

と同様に各教員がそれぞれの研究を⾏っていくとともに，学内外の共同研究をさらに展開して，新

規の「疾患モデル」⽣物を作出あるいは既存の「疾患モデル」⽣物を導⼊して網羅的な解析を⾏い，

医学・保健学では臨床部⾨の臓器別再編成に対応できる「疾患モデル⽣物における基礎から臨床へ

の解析」を，薬学・理⼯学では「発明のヒトへの適応を評価する疾患モデル⽣物の提供」を⽬指し

ます。 以上のように，我々は「ヒト疾患」から「疾患モデル」，「疾患モデル」から「ヒト疾患」へ

の橋渡し研究を⾏うことによって，科学研究の進歩に広く貢献するとともに，社会からの負託に応

えていくという⽬標に向かって邁進しております。 

昨今では，新型コロナ感染症やその他の世界情勢に影響を受け物価が⾼騰しており，個々で研究

を継続することが中々難しいと感じております。そのため私たちが皆様の研究⽀援を⾏うこと，ま

たハブとなって，学内，学外に関わらず研究者と研究者の交流を広めていくことがますます重要に

なっていると感じています。研究で何かお困りごとがありましたら，是⾮⼀度お声がけいただけま

したら何らかのお⼒添えができると考えておりますので，ご考慮いただけましたら幸いです。 

当センターの活動をより良くするためには，皆様からのご意⾒が⾮常に重要となってまいります。

引き続き，ご指導ご鞭撻のほど，よろしくお願いいたします。 
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Ⅰ センター概要 

ヒトは⼈⽣のあらゆる局⾯において，がんや⽣活習慣病，脳疾患などの様々な健康リスクに直⾯
していますが，その発症機序の解明や治療法の確⽴は，未だ⼀部の疾患に限定されているのが現状
です。⼀⽅で，近年では遺伝⼦改変技術などを⽤いて作製された「疾患モデル」⽣物を⽤いて「ヒ
ト疾患」の謎の解明や治療法の確⽴が⾏われています。疾患モデル総合研究センターは，新規の「疾
患モデル」⽣物を作出あるいは既存の「疾患モデル」⽣物を導⼊して網羅的な解析を⾏い，医学・
保健学では臨床部⾨の臓器別再編成に対応できる「疾患モデル⽣物における基礎から臨床への解析」
を，薬学・理⼯学では「発明のヒトへの適応を評価する疾患モデル⽣物の提供」を⽬指して令和 3
年に改組されました。このように，「ヒト疾患」から「疾患モデル」，「疾患モデル」から「ヒト疾
患」への橋渡し研究を⾏うことによって，科学研究の進歩に広く貢献するとともに，社会からの負
託に応えていきたいと考えます。 

本センターは，所属教員が独⾃の研究を展開する，疾患解析プローブ・ケミカル分野，疾患モデ
ル分野，疾患オミクス分野からなる「研究⾼度化部⾨」とアイソトープ総合研究施設，アイソトー
プ理⼯系研究施設，実験動物研究施設，研究基盤⽀援施設，機器分析研究施設からなる「実験⽀援
部⾨」によって構成されております。 

研究⾼度化部⾨では，“疾患モデルを⽤いたヒト病態の解明及び治療⽅法の確⽴”を共通の課題と
し，センターに所属する研究者間の連携を密にして研究⼒の底上げを⽬指します。また同時に，各
研究者が持つ⾼度な技術と専⾨知識を活かし，学内外の研究者に対して新たな研究⼿法を提案する
などの「研究コンサルタント」業務を⾏うとともに，それに基づいた共同研究を展開します。 

実験⽀援部⾨では，疾患モデルの作製・解析に重点をおきつつ，それに限定せず利⽤者が必要と
する実験場所の提供，センター管理の設備を使⽤した受託解析，学⽣と教職員への教育訓練，及び
実験計画の事前審査の業務をこれまで通りに担当します。受託解析に関しては，新たな技術を導⼊
するなどして解析の種類を広げることに努めます。 
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Ⅱ 実験⽀援部⾨の活動状況 
 

【アイソトープ総合研究施設・アイソトープ理⼯系研究施設】 

１．利⽤状況 
１−１ 令和 3 年度 登録従事者⼈数 

アイソトープ総合研究施設 

部局 職員 
(研究員等含) 

⼤学院⽣ 
研究⽣等 学域⽣ 計 

医薬保健研究域医学系 (基礎) 15 8 0 23 
医薬保健研究域保健学系 29 19 18 66 
医薬保健研究域医学系 (臨床･病院) 77 22 5 104 
医薬保健研究域薬学系 21 28 37 86 
がん進展制御研究所 14 0 0 14 
新学術創成機構 2 3 0 5 
先進予防研究センター 2 0 0 2 
⼦どものこころの発達研究センター 5 0 0 5 
疾患モデル総合研究センター 16 1 2 19 
理⼯研究域物質化学系 0 0 0 0 
薬学類学⽣実習 0 0 84 84 
保健学類放射線学⽣実習 0 0 42 42 
保健学類検査学⽣実習 0 0 40 40 

計 181 81 228 490 

アイソトープ理⼯系研究施設 

部局 職員 
(研究員等含) 

⼤学院⽣ 
研究⽣等 学域⽣ 計 

⼈間社会学域学校教育学類 − − 2 2 
理⼯学域数物科学類 − − 4 4 
理⼯学域物質化学類 − − 46 46 
理⼯学域地球社会基盤学類 − − 2 2 
理⼯学域フロンティア⼯学類 − − 3 3 
理⼯学域電⼦情報学類 − − 1 1 
医薬保健学域薬学類 − − 15 15 
医薬保健学域創薬科学類 − − 8 8 
⼤学院⾃然科学研究科 − 57 − 57 
⼤学院医薬保健総合研究科 − 19 − 19 
新学術創成研究科 − 1 − 1 
⼈間社会研究域⼈間科学系 4 − − 4 
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部局 職員 
(研究員等含) 

⼤学院⽣ 
研究⽣等 学域⽣ 計 

⼈間社会研究域歴史⾔語⽂化学系 1 − − 1 
⼈間社会研究域学校教育学系 1 − − 1 
理⼯研究域数物科学系 4 − − 4 
理⼯研究域物質化学系 17 − − 17 
理⼯研究域⽣命理⼯学系 3 − − 3 
理⼯研究域地球社会基盤学系 5 − − 5 
理⼯研究域機械⼯学系 5 − − 5 
理⼯研究域フロンティア⼯学系 2 − − 2 
理⼯研究域電⼦情報通信学系 2 − − 2 
医薬保健研究域薬学系 6 − − 6 
環⽇本海域環境研究センター 9 − − 9 
がん進展制御研究所 1 − − 1 
疾患モデル総合研究センター 4 − − 4 
ナノマテリアル研究所 1 − − 1 
ナノ⽣命科学研究所 1 − − 1 
国際基幹教育院 1 − − 1 

計 67 77 81 225 

１−２ 施設利⽤研究テーマ 

アイソトープ総合研究施設 

部局 講 座 等 研究申請者 研  究  題 ⽬ 

医薬保健
研究域 
医学系 

⾎管分⼦⽣理学 内藤 尚道 ⾎管恒常性維持機構の解明 

⾎管分⼦⽣物学 棟居 聖⼀ 種々の病態における RAGEの役割の解析 

細胞分⼦機能学 盛重 純⼀ 肥満におけるスフィンゴシン 1-リン酸の役割 

分⼦情報薬理学 ⼩川 和宏 遺伝⼦発現調節の解析 

環境⽣体分⼦ 
応答学 

出村 昌史 ⾼⾎圧マウスにおけるレニン阻害薬の臓器保護作
⽤ 

免疫学 河原 裕憲 遺伝⼦の免疫および神経免疫応答制御機構の解析 
教育研究⽀援セ

ンター 
原⽥ 真市 ヒト GLO1遺相同遺伝⼦ glod-4 の線⾍C.elegans

における機能解析 
 
 

医薬保健
研究域 
医学系/ 
附属病院 
 
 

 
 
 

消化器内科学 
(システム⽣物学) 

 
 
 

 
 
 
 

川⼝ 和紀 
 
 
 
 

マウスの肝化学発癌モデル 

Ｃ型肝炎ウイルスとアポトーシス 

Ｂ型肝炎ウイルスとアポトーシス，サイトカイン 

肝発癌におけるｐ53の意義 

肝細胞癌に対する遺伝⼦治療の基礎検討 

コラーゲン遺伝⼦の転写調節 
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部局 講 座 等 研究申請者 研  究  題 ⽬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
医薬保健
研究域 
医学系/ 
附属病院 

 
 
 

消化器内科学 
(システム⽣物学) 

 
 
 
川⼝ 和紀 

Ｃ型肝炎ウイルスのインターフェロン反応性 

初代培養肝細胞制御 

免疫担当細胞の遺伝⼦発現と機能の解明 

⽣活習慣病発症機序の解明 

Ｂ型肝炎ウイルスの分⼦⽣物学 

内分泌・代謝 
内科学 

篁 俊成 内分泌代謝におけるシグナル伝達の解明 

内分泌・代謝 
内科学 

唐島 成宙 ミネラロコルチコイド⾼⾎圧症の成因に関する研
究 

融合研究域融合
科学 ⾼松 博幸 新規HLAモノクローナル抗体による細胞傷害活

性の測定 

精神⾏動科学 橋本 隆紀 ヒト死後脳および遺伝⼦改変マウスを⽤いた統合
失調症の病態⽣理の研究 

⼩児科学 杉本 直俊 マウス⾻髄移植モデルにおける移植⽚対宿主病と
移植⽚対腫瘍効果 

⽪膚分⼦病態学 松下 貴史 膠原病患者の⾃⼰抗体（抗核抗体）の同定 

産婦⼈科学 ⽔本 泰成 婦⼈科腫瘍における癌幹細胞の同定とそれらを標
的とした治療法の開発 

核医学 瀧 淳⼀ 

虚⾎⼼筋，⼼不全における⼼筋⽣存性とリモデリ
ングにおける核医学的評価に関する研究 
⽣体内嗅神経イメージングトレーサーの評価 
アルファ線放出核種の核医学応⽤ 

臨床薬理動態学 嶋⽥ 努 薬物動態の個⼈内および個⼈間変動要因の解明 

医薬保健
研究域 

保健学系 

看護学 
向井加奈恵 ⽪膚における⾎管やリンパ管の新⽣・⾛⾏に関与

する現象の解明 
毎⽥ 佳⼦ ⺟性に関する疾病や障害の本態解明に関する研究 

検査技術科学 稲津 明広 ⾼⽐重リポ蛋⽩の機能解析 
新学術創⽣研究
機構（医薬保健研

究域保健学系） 
岡本 成史 放射性物質を利⽤した病原体イメージングの開発 

放射線技術科学 

川井 惠⼀ 放射性医薬品の開発と評価 

⼩林 正和 放射性薬剤を使⽤した⽣体機能イメージング研究 

⼩野⼝昌久 ⼩動物イメージング装置の技術に関する研究 

医薬保健
研究域 
薬学系 

臨床分析学 ⼩川 数⾺ 新規分⼦イメージングプローブ，内⽤放射線治療
薬剤の開発とその評価 

分⼦薬物治療学 増尾 友祐 ⽣体内薬物挙動の分⼦機構と定量化に基づく薬物
治療の最適化 

遺伝情報制御学 若杉 光⽣ 遺伝情報維持機構の分⼦メカニズムに関する解析 
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部局 講 座 等 研究申請者 研  究  題 ⽬ 

臨床薬学研究室 松下 良 薬物の適正使⽤のための薬物体内動態・薬理に関
する研究 

薬物動態学研究室 ⽩坂 善之 ⽣体内⽣理環境・機能解析に基づく薬物動態・吸
収性・毒性予測の⾼精度化に関する研究 

新学術創成研究機構 
栄養・代謝研究ユニット 

井上 啓 中枢神経インスリン作⽤の末梢臓器糖代謝調節に
おける役割の解明 

先進予防医学研究センター ⼭下 ⻯也 肝臓の糖脂質代謝に関する研究 

がん進展
制御研究
所 

腫瘍分⼦⽣物学 河野 晋 がん抑制遺伝⼦ RBの代謝調節機能の解析 

免疫炎症制御 ⽊下 健 細胞死と炎症の分⼦機構およびその制御に関する
研究 

遺伝⼦・染⾊体
構築 

⽥所 優⼦ 幹細胞の未分化性維持機構の解明 

腫瘍制御 源 利成 消化器がんと難治がんの腫瘍外科学および分⼦腫
瘍学的研究 

腫瘍動態制御 佐藤 拓輝 肝細胞増殖因⼦（HGF）に対する⾼親和性環状ペ
プチドを⽤いた in vivoイメージング 

⼦どものこころの発達研究
センター 

横⼭ 茂 イオンチャンネル・神経伝達物質受容体等の遺伝
⼦クローニングと神経機能調節機構の解明 

疾患モデル
総合研究 
センター 

疾患モデル分野 ⼤⿊多希⼦ マウスモデルを⽤いた⼦宮疾患の解析 

疾患オミクス分野 
⻄内 巧 ⾼等植物のストレス応答の分⼦機構の解析 

堀家 慎⼀ ヒト染⾊体⼯学を⽤いた遺伝⼦発現制御機構の解
析 

疾患解析プロー
ブ・ケミカル分野 北村 陽⼆ アイソトープ施設の管理運営および新規放射性医

薬品の開発 

アイソトープ理⼯系研究施設 

部局 講座等 研究申請者 研究題⽬ 

⼈間社会研究域 
⼈間科学系 

Ｘ線応⼒ 
測定 佐々⽊ 敏彦 

機械部品のＸ線残留応⼒測定に関する研究 
X線残留応⼒測定向けパルス駆動X線管球の開発 
新型SOIピクセル検出器 INTPIX4NAを⽤いたX
線残留応⼒測定装置の開発 

⼈間社会研究域 
歴史⾔語⽂化学系 考古学 ⾜⽴ 拓朗 ⾙の微量元素の測定 

⼈間社会研究域 
学校教育学系   ⼩松⽥沙也加 

ペロブスカイト酸化物 SrTiO3の局所構造観察 
ペロブスカイト酸化物に微量ドープした⾦属
元素位置での局所構造観察 

理⼯研究域 
数物科学系 

超低温物理学 ⾦⼦ 浩 コバルト酸ランタンの低温X線解析 

宇宙物理学 ⽶徳 ⼤輔 Ｘ線ビームラインによるＸ線集光素⼦の性能
評価 

理⼯研究域 
物質化学系 

 
放射化学 

 

 
横⼭ 明彦 

 

Np-236の製造 
211Rn-211Atジェネレーターの開発 
環境中及び照射試料中アクチニドの化学分離 
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部局 講座等 研究申請者 研究題⽬ 
 
 
 
 
 

理⼯研究域 
物質化学系 

 
放射化学 

横⼭ 明彦 重元素核化学の研究および福島原発事故由来
放射能汚染の研究 

佐藤 渉 放射性核種を⽤いた物性研究 

分析化学 永⾕ 広久 X線吸収分光法による液液界⾯吸着分⼦の構造
解析 

無機化学 林 宜仁 ⽔酸化物クラスターの⽔溶液平衡の観測 
錯体化学 秋根 茂久 超分⼦メタロホストの構造解析 
⽣物科学 ⼭下 哲 天然ゴム⽣合成関連タンパク質の機能解析 

理論化学 ⽔野 元博 ガス雰囲気下における粉末Ｘ線回折と固体Ｎ
ＭＲによる多孔性配位⾼分⼦の構造解析 

分析・ 
環境化学 ⻑⾕川 浩 ⾃然⽔中における微量元素のスペシエーショ

ンと循環に関する研究 

理⼯研究域 
⽣命理⼯学系 

⽣命機構 坂本 敏夫 陸棲ラン藻の環境適応の分⼦機構 
化学反応 

⼯学 髙橋 憲司 中性⼦反射法によるセルロース樹脂中の⽔分⼦の
動態解析 

理⼯研究域 
地球社会基盤学

系 

鉱物科学 奥寺 浩樹 アパタイト型化合物の結晶物理化学 
地表プロセス 遠藤 徳孝 四国⻄南部の河川系における下刻速度 
環境⼯学 ⼤橋 政司 新規ウラン化合物探索 

⼟⽊材料学 久保 善司 コンクリートの⽔分移動の中性⼦透過イメー
ジングを⽤いた劣化度評価に関わる研究 

理⼯研究域 
機械⼯学系 

知的材料 
システム学 ⽯川 和宏 XRD及び放射光，中性⼦線を⽤いた機能・構造⽤

⾦属材料の構造解析とその場測定 

材料⼯学 
國峯 崇裕 X線による⾦属材料の構造解析 
渡邊 千尋 放射光を利⽤した⾦属材料のその場XRD測定 

化学機械プ
ロセス⼯学 瀧 健太郎 ⼩⾓・広⾓Ｘ線散乱測定による⾼分⼦構造の解

析 

理⼯研究域 
電⼦情報学系 

電波情報 
⼯学 尾崎 光紀 宇宙⽤ ASICの放射線耐性評価 

機能材料プ
ロセス⼯学 川江 健 ダイヤモンドデバイスの放射線耐性の検証 

理⼯研究域 
フロンティア⼯学系 

⾼分⼦材料
物性学 ⽐江嶋 祐介 ステップサイクル試験を利⽤した⾼分⼦材料

の破損状態のその場観察 

医薬保健研究域 
薬学系 

薬物動態学 ⽩坂 善之 薬物トランスポーターの輸送活性評価とその
変動機序解明 

分⼦薬物 
治療学 加藤 将夫 ⽣体内薬物挙動の分⼦機構と定量化に基づく薬物

治療の最適化 
遺伝情報学 若杉 光⽣ 遺伝情報維持機構の分⼦メカニズムに関する解析 

がん進展制御 
研究所 

細胞機能統
御学 久野 耕嗣 ADAMTSファミリー遺伝⼦群の機能解析 

環⽇本海域環境 
研究センター 

 

 
統合環境領域 

 
⻑尾 誠也 

沿岸域海底⼟に対する放射性セシウムの吸脱着反
応と吸着媒体の解明 
⾼分⼦有機物と岩⽯との相互作⽤―表⾯吸着
反応の微視的検討― 
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部局 講座等 研究申請者 研究題⽬ 
 
 

環⽇本海域環境 
研究センター 

統合環境領域 松中 哲也 ⽇本海と太平洋における I-129降下量の変動 
陸域環境 
領域 

⻑⾕部 徳⼦ 放射年代測定による地球表層環境の研究 
福⼠ 圭介 ⽔惑星の元素移動を⽀配する化学反応の研究 

海洋環境領域 鈴⽊ 信雄 ⾻に対するX線の影響評価に関する研究 
⼤気環境領域 松⽊ 篤 能登半島における⼤気エアロゾル粒⼦の磁気測定 

ナノマテリアル
研究所 

創エネ 
デバイス開発

グループ 
⾟川 誠 アモルファス酸化物半導体の状態解析 

国際基幹教育院   三橋 了爾 分⼦間⽔素結合相互作⽤を⽤いた⾦属錯体におけ
る時勢制御 

１−３ 放射性同位元素受⼊・使⽤・保管・廃棄状況 
アイソトープ総合研究施設 
使⽤・保管量 
核 種 期⾸在庫量* 受⼊量 払出量 期末在庫量** 単位 
H-3 172.3 149.9 108.8 213.5 MBq 
C-14 23.6 0.0 2.1 21.5 MBq 
P-32 1.3 508.8 509.6 0.4 MBq 
S-35 35.6 518.0 503.4 50.2 MBq 
Cr-51 0.0 185.0 166.8 18.2 MBq 
Ga-67 41.6 1629.7 1634.4 36.9 MBq 
Sr-90 2.5 0.0 0.0 2.5 MBq 
Mo-99 0.0 3700.0 3700.0 0.0 MBq 
Tc-99m 0.0 7399.3 7399.3 0.0 MBq 
In-111 0.3 1113.1 1081.5 31.9 MBq 
I-123 0.0 4855.6 4855.6 0.0 MBq 
I-125 184.6 1258.5 1308.8 134.3 MBq 
I-131 0.0 197.0 197.0 0.0 MBq 
Cs-137 6543.8 0.0 148.9 6395.0 kBq 
Ba-133 268.0 0.0 86.4 181.6 kBq 
Lu-177 0.0 6.2 6.2 0.0 MBq 
Tl-201 0.0 370.0 370.0 0.0 MBq 
At-211 0.0 14.4 14.4 0.0 MBq 
Ac-227 10.6 0.0 0.4 10.3 kBq 
Am-241 897.3 0.0 1.4 895.9 kBq 
F-18 0.0 1665.0 1665.0 0.0 MBq 
Br-77 0.0 30.4 30.4 0.0 MBq 

* 令和 3年 4 ⽉１⽇現在の数量 
** 令和 4 年 3⽉ 31 ⽇現在の数量 

  



 

 8 

ＲＩ廃棄物引渡し量（令和 3 年 6 ⽉ 9 ⽇引渡し） 
廃棄物の種類 容量・規格 引渡し量 

動物 50 L・ドラム⽸ 5本 
無機液体 25 L・ドラム⽸⼊りポリビン 4 本 
可燃物 50 L・ドラム⽸ 9本 
難燃物 50 L・ドラム⽸ 52本 
不燃物 50 L・ドラム⽸ 1本 
有機液体 25 L・ドラム⽸⼊りステンレス容器 2本 

⾮圧縮性不燃物 50 L・ドラム⽸ 0本 
焼却型へパフィルタ 218 L 
焼却型プレフィルタ 74 L 
通常型へパフィルタ 0 L 

アイソトープ理⼯系研究施設 
使⽤・保管量 
核種 期⾸在庫量* 受⼊量 払出量 期末在庫量** 単位 
H-3 607,438.833 51,800.000 63,142.880 596,095.953 kBq 
h-t 28,493,920.202  1,554,312.301 26,939,607.901 kBq 
C-14 192,860.523 37,000.000 15,259.205 214,601.318 kBq 
Na-22 1,138.986  266.154 872.832 kBq 
P-32 0.000 37,000.000 37,000.000 0.000 kBq 
Cl-36 739.952  0.002 739.950 kBq 
Ca-45 0.204  0.160 0.044 kBq 
Fe-55 161,115.267  36,628.908 124,486.359 kBq 
Co-57 11,277.222  11,277.220 0.002 kBq 
Co-60 55.747  6.862 48.885 kBq 
Zn-65 6.458  4.168 2.290 kBq 
Kr-85 1,494.979  93.684 1,401.295 kBq 
Sr-90 356.681  8.468 348.213 kBq 
Zr-88 0.010  0.010 0.000 kBq 
Ag-110m 0.001  0.001 0.000 kBq 

In-111 39,901.665 222,000.000 229,754.205 32,147.460 kBq 
Sb-124 0.006  0.006 0.000 kBq 
I-125 0.000 37,000.000 35,638.473 1,361.527 kBq 
Cs-137 3,745.799  232.314 3,513.485 kBq 
Ba-133 88.117  5.543 82.574 kBq 
Pm-143 0.001  0.000 0.001 kBq 
Eu-152 1,798.782  95.691 1,703.091 kBq 
Eu-154 54.184  4.240 49.944 kBq 
Tl-204 159.691  26.778 132.913 kBq 
Pb-210 75.912  2.325 73.587 kBq 
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核種 期⾸在庫量* 受⼊量 払出量 期末在庫量** 単位 
Bi-207 111.541  2.421 109.120 kBq 
Po-209 32.750  0.221 32.529 kBq 
Po-210 0.047  0.039 0.008 kBq 
At-210 0.000 12.000 12.000 0.000 kBq 
At-211 0.000 394,000.000 394,000.000 0.000 kBq 
Rn-211 0.000 24.000 24.000 0.000 kBq 
Ra-226 9.920  0.004 9.916 kBq 
Ra-228 147.931  16.731 131.200 kBq 
Ac-227 164.969  5.164 159.805 kBq 
Pa-231 1,911.863  0.041 1,911.822 kBq 
Pa-233 0.000 10.000 10.000 0.000 kBq 
Np-237 1,945.710  0.000 1,945.710 kBq 
Np-239 0.000 30.000 30.000 0.000 kBq 
Am-241 1,884.673  3.019 1,881.654 kBq 
Am-243 119.946  0.012 119.934 kBq 
Cf-252 0.005  0.001 0.004 kBq 

* 令和 3年 4 ⽉１⽇現在の数量 
** 令和 4 年 3⽉ 31 ⽇現在の数量 

ＲＩ廃棄物引渡し量（令和 2 年 6 ⽉ 9 ⽇引渡し） 
廃棄物の種類 容量・規格 引渡し量 
無機液体 50 L・ドラム⽸ 2 本 
可燃物 50 L・ドラム⽸ 5 本 
難燃物 50 L・ドラム⽸ 21 本 
不燃物 50 L・ドラム⽸ 1 本 

焼却型プレフィルタ 167 Ｌ 
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２．教育活動 
２−１ 新規登録者安全講習会 

アイソトープ総合研究施設 
実施⽇ 実施場所 備考 

令和 3年 5⽉ 21 ⽇(⾦) e-ラーニング  
8⽉ 31 ⽇(⽕) e-ラーニング トレーニングコース受講者 
9⽉ 8 ⽇(⽔) アイソトープ総合研究施設会議室 英語講習 
9⽉ 28 ⽇(⽕) ⼤講義棟レクチャーホール 薬学類・創薬科学類 2年 
9⽉ 30 ⽇(⽊) e-ラーニング  
10⽉ 1 ⽇(⾦) アイソトープ総合研究施設会議室 保健放射線技術専攻 3年 
11⽉ 12 ⽇(⾦) e-ラーニング  
11⽉ 29 ⽇(⽉) 保健学類 4号棟 4102号室 保健検査技術専攻 3年 
12⽉ 10 ⽇(⾦) e-ラーニング  
12⽉ 17 ⽇(⾦) e-ラーニング  
1⽉ 28 ⽇(⾦) e-ラーニング  

アイソトープ理⼯系研究施設 
実施⽇ 実施場所 備考 

令和 3年 4 ⽉ 8 ⽇(⽊) アイソトープ理⼯系研究施設 ⽂献資料室  
5⽉ 14⽇(⾦) ⾃然科学本館 103 講義室 講習の内容が違う 
5⽉ 14⽇(⾦) ⾃然科学本館 103 講義室 講習の内容が違う 
5⽉ 14⽇(⾦) ⾃然科学本館 103 講義室 講習の内容が違う 
5⽉ 22 ⽇(⼟) e-ラーニング  
5⽉ 24⽇(⽉) e-ラーニング  
5⽉ 29 ⽇(⼟) e-ラーニング  
5⽉ 31 ⽇(⽉) e-ラーニング 講習の内容が違う 
5⽉ 31 ⽇(⽉) e-ラーニング 講習の内容が違う 
5⽉ 31 ⽇(⽉) e-ラーニング 講習の内容が違う 
7⽉ 15 ⽇(⽊) e-ラーニング  
8⽉ 20 ⽇(⽊) e-ラーニング  
8⽉ 23 ⽇(⽇) e-ラーニング  
8⽉ 24⽇(⽉) e-ラーニング  
8⽉ 26 ⽇(⽔) e-ラーニング  
8⽉ 27 ⽇(⽊) e-ラーニング  
9⽉ 14⽇(⽕) e-ラーニング  
10⽉ 19 ⽇(⽕) e-ラーニング  

令和 4 年 1⽉ 25 ⽇(⽕) ⾃然科学本館 101 講義室  
3⽉ 8 ⽇(⽕) e-ラーニング  
3⽉ 14⽇(⽉) e-ラーニング  
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２−２ 継続登録者(再登録者)安全講習会 

アイソトープ総合研究施設 
実施⽇ 実施場所 備考 

令和 3年 5⽉ 28 ⽇(⾦) e-ラーニング  
5⽉ 28 ⽇(⾦) e-ラーニング 再登録者 
8⽉ 20 ⽇(⾦) e-ラーニング  
9⽉ 15 ⽇(⽔) e-ラーニング  
9⽉ 30 ⽇(⽊) e-ラーニング  
11⽉ 19 ⽇(⾦) e-ラーニング  
12⽉ 17 ⽇(⾦) e-ラーニング  
1⽉ 14⽇(⾦) e-ラーニング  

アイソトープ理⼯系研究施設 

実施⽇ 実施場所 備考 
令和 3年 4 ⽉ 7 ⽇(⽔) e-ラーニング  

4 ⽉ 28 ⽇(⽔) アイソトープ理⼯系研究施設 ⽂献資料室  
6⽉ 4⽇(⾦) e-ラーニング  
6⽉ 5 ⽇(⼟) e-ラーニング  
6⽉ 6 ⽇(⽇) e-ラーニング  
6⽉ 7 ⽇(⽉) e-ラーニング  
6⽉ 8 ⽇(⽕) e-ラーニング  
6⽉ 9 ⽇(⽔) e-ラーニング  
6⽉ 10 ⽇(⽊) e-ラーニング  
6⽉ 11 ⽇(⾦) e-ラーニング  
6⽉ 12 ⽇(⼟) e-ラーニング  
6⽉ 14⽇(⽉) e-ラーニング  
6⽉ 15 ⽇(⽕) e-ラーニング  
6⽉ 16 ⽇(⽔) e-ラーニング  
6⽉ 17 ⽇(⽊) e-ラーニング  
6⽉ 18 ⽇(⾦) e-ラーニング  
6⽉ 19 ⽇(⼟) e-ラーニング  
6⽉ 21 ⽇(⽉) e-ラーニング  
6⽉ 22 ⽇(⽕) e-ラーニング  
6⽉ 23 ⽇(⽔) e-ラーニング  
6⽉ 24⽇(⽊) e-ラーニング  
6⽉ 25 ⽇(⾦) e-ラーニング  
6⽉ 26 ⽇(⼟) e-ラーニング  
6⽉ 28 ⽇(⽉) e-ラーニング  
6⽉ 30 ⽇(⽔) e-ラーニング  
7⽉ 1 ⽇(⽊) e-ラーニング  
7⽉ 2 ⽇(⾦) e-ラーニング  
7⽉ 3 ⽇(⼟) e-ラーニング  
7⽉ 6 ⽇(⽕) e-ラーニング  
7⽉ 7 ⽇(⽔) e-ラーニング  
7⽉ 9 ⽇(⾦) e-ラーニング  
7⽉ 15 ⽇(⽊) e-ラーニング  
7⽉ 16 ⽇(⾦) e-ラーニング  
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実施⽇ 実施場所 備考 
7⽉ 21 ⽇(⽔) e-ラーニング  
7⽉ 27 ⽇(⽕) e-ラーニング  
7⽉ 28 ⽇(⽔) e-ラーニング  
7⽉ 29 ⽇(⽊) e-ラーニング  
7⽉ 30 ⽇(⾦) e-ラーニング  
8⽉ 2 ⽇(⽉) e-ラーニング  
8⽉ 3 ⽇(⽕) e-ラーニング  
8⽉ 4⽇(⽔) e-ラーニング  
8⽉ 5 ⽇(⽊) e-ラーニング  
8⽉ 10 ⽇(⽕) e-ラーニング  
8⽉ 24⽇(⽕) e-ラーニング  
9⽉ 30 ⽇(⽊) e-ラーニング  
10⽉ 2 ⽇(⼟) e-ラーニング  
10⽉ 4⽇(⽉) e-ラーニング  

令和 4 年 1⽉ 11 ⽇(⽕) e-ラーニング  
1⽉ 12 ⽇(⽔) e-ラーニング  
1⽉ 14⽇(⾦) e-ラーニング  
1⽉ 17 ⽇(⽉) e-ラーニング  
2⽉ 8 ⽇(⽕) e-ラーニング  

２−３ RI 安全取扱基礎講習 
アイソトープ総合研究施設 

実施⽇ 実施場所 備考 
令和 3年 6⽉ 1 ⽇(⽕) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   

6⽉ 2 ⽇(⽔) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   
6⽉ 3 ⽇(⽊) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   

アイソトープ理⼯系研究施設 
実施⽇ 実施場所 備考 

令和 3 年 6 月 10 日(木) アイソトープ理⼯系研究施設  
6 月 16 日(水) アイソトープ理⼯系研究施設  
7 月 15 日(木) アイソトープ理⼯系研究施設  
7 月 16 日(金) アイソトープ理⼯系研究施設  
9 月 15 日(水) アイソトープ理⼯系研究施設  

２−４ 学域学⽣ RI 実習 
実施⽇ 学域・学類（コース）学年 実施場所 

 令和 3年 6⽉ 23 ⽇(⽔) 
  〜 7⽉ 30 ⽇(⾦) 

理⼯学域物質化学類 
化学コース 3年 

アイソトープ理⼯系研究施設 
（6⽉ 23 ⽇は施設⾒学） 

 10⽉ 4⽇(⽉) 
  〜 10⽉ 8 ⽇(⾦) 

医薬保健学域薬学類 
 創薬科学類 2年 アイソトープ総合研究施設 実習室 

 10⽉ 4⽇(⽉) 
  〜 11⽉ 29 ⽇(⽉) 

医薬保健学域保健学類 
 放射線技術科学専攻 3年 アイソトープ総合研究施設 実習室 

 12⽉ 6 ⽇(⽉) 
  〜 12⽉ 20 ⽇(⽉) 

医薬保健学域保健学類 
 検査技術科学専攻 3年 アイソトープ総合研究施設 実習室 
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２−５ 核燃料物質取扱者講習会 
アイソトープ理⼯系研究施設 

実施⽇ 実施場所 備考 
令和 3年 6⽉ 4⽇(⾦) e-ラーニング  

6⽉ 9 ⽇(⽔) アイソトープ理⼯系研究施設 ⽂献資料室  
6⽉ 21 ⽇(⽉) e-ラーニング  
7⽉ 16 ⽇(⾦) e-ラーニング  
7⽉ 27 ⽇(⽕) e-ラーニング  
8⽉ 2 ⽇(⽉) e-ラーニング  
8⽉ 5 ⽇(⽊) e-ラーニング  

３．全学的安全管理 

３−１ 放射性同位元素委員会 
令和 3年 5⽉ 18 ⽇(⽕) 第 140回放射性同位元素委員会(書⾯付議） 
令和 3年 9⽉ 1 ⽇(⽔) 第 141回放射性同位元素委員会(書⾯付議） 
令和 4 年 3⽉ 15 ⽇(⽕) 第 142回放射性同位元素委員会 

３−２ 放射線施設定期⽴⼊調査 
令和 4 年 2⽉ 22 ⽇(⽕) アイソトープ総合研究施設 
令和 4 年 2⽉ 24⽇(⽊) 附属病院（⾦沢先進医学センター含む） 
令和 4 年 3⽉ 7 ⽇(⽉) アイソトープ理⼯系研究施設，低レベル放射能実験施設 

３−３ 核燃料物質・国際規制物資保有状況調査 
令和 3年 6⽉ 17 ⽇（⽊）〜6⽉ 18 ⽇（⾦） 及び 令和 3年 11⽉ 9 ⽇（⽕） 

疾患モデル総合研究センター アイソトープ理⼯系研究施設，環⽇本海域環境研究センター 
低レベル放射能実験施設，理⼯研究域⽣命理⼯学系，理⼯研究域地球社会基盤学系， 
医薬保健研究域医学系，医薬保健研究域保健学系 
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【実験動物研究施設】 

１． 実験動物研究施設を利⽤する動物実験計画（感染動物実験室を除く） 
括弧内前年度 

医薬保健研究域（医学系基礎講座） 45 (52) 
医薬保健研究域（医学系臨床講座・病院） 170 (170) 
医薬保健研究域（薬学系） 18 (16) 
医薬保健研究域（保健学系） 19 (27) 
理⼯研究域 1 (0) 
がん進展制御研究所 21 (20) 
疾患モデル総合研究センター 17 (17) 
⼦どものこころの発達研究センター 4 (5) 
新学術創成研究機構，ナノ⽣命科学研究所 9 (15) 
      合計 304 (322) 

（承認全計画378件中の80%） 

２． 利⽤登録者 
２−１ 部局別登録者（施設の技術職員・外注職員を含まず） 

括弧内前年度 
 登録者⼈数 実⼊館者数 
医薬保健研究域（医学系基礎講座） 157 (143) 116 (94) 
医薬保健研究域（医学系臨床講座・病院） 275 (274) 189 (193) 
医薬保健研究域（薬学系） 100 (96) 68 (63) 
医薬保健研究域（保健学系） 52 (39) 39 (22) 
がん進展制御研究所 95 (94) 72 (79) 
疾患モデル総合研究センター 14 (23) 11 (19) 
⼦どものこころの発達研究センター 9 (12)  6 (9) 
理⼯研究域 8 (0) 8 (0) 
新学術創成研究機構，ナノ⽣命科学研究所 10 (8) 9 (7) 
その他（共同⼤学院，実習⽣･研修⽣等） 5 (4) 4(2) 
合計 725 (693) 522 (488) 
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２−２ 登録者内訳（施設の技術職員・外注職員を含まず） 

括弧内前年度 

 登録者⼈数 実⼊館者数 備考 
教員 198 (204) 118 (124)  
医員 86 (75) 71 (64)  
その他の研究者 77 (65) 55 (44) 研究員，共同研究者，研究⽣等 
⼤学院⽣ 165 (168) 134 (128)  
学類⽣ 131 (125) 87(82)  
技術職員等 68 (56) 57(46) 技術職員，技術補佐員等 
合計 725 (693) 522 (488)  

３． ⼊館者数 
３−１ 部局別延べ⼊館者（令和 3年 4 ⽉〜令和 4 年 3⽉） 

（施設の技術職員・外注職員を含まず） 
 宝町（本館） ⾓間分室 
医薬保健研究域（医学系・基礎講座） 7,123 9 
医薬保健研究域（医学系臨床講座・病院） 11,379 0 
医薬保健研究域（薬学系） 821 676 
医薬保健研究域（保健学系） 1,006 0 
新学術創成研究機構，ナノ⽣命科学研究所 2,141 10 
がん進展制御研究所 853 4,019 
疾患モデル総合研究センター 1,969 198 
⼦どものこころの発達研究センター 371 0 
理⼯研究域 14 32 
その他（学外研究者，実習・研修等） 293 16 
合計 25,970 4,960 
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３−２ ⽉別延べ⼊館者数（令和 3年 4 ⽉〜令和 4 年 3⽉，括弧内：⼀⽇平均） 
（施設の技術職員・外注職員を含まず） 

 宝町本館 同左・前年度 ⾓間分室 同左・前年度 
4⽉ 2,399(80) 1,692(56) 399 (13) 572 (19) 
5⽉ 2,316 (75) 1,281 (41) 383 (12) 396 (13) 
6⽉ 2,522 (84) 1,938 (65) 418 (14) 539 (18) 
7⽉ 2,360 (76) 2,038 (66) 345 (11) 486 (16) 
8⽉ 1,951 (63) 1,848 (60) 398 (13) 416 (13) 
9⽉ 2,190 (73) 2,143 (71) 431 (14) 513 (17) 
10⽉ 2,367 (76) 2,577 (83) 463 (15) 571 (18) 
11⽉ 1,993 (66) 2,204 (73) 458 (15) 551 (18) 
12⽉ 1,959 (63) 2,201 (71) 441 (14) 554 (18) 
1⽉ 1,851 (60) 1,781 (57) 430 (14) 472 (15) 
2⽉ 1,812 (65) 2,054 (73) 358 (13) 525 (19) 
3⽉ 2,250 (73) 2,513 (81) 436 (14) 624 (20) 

合計 2,5970(71) 24,270(66) 4,960 (17) 6,219 (17) 
平⽇ 2,2195 (92) 20,944 (88) 4,482 (19) 5,571 (23) 
休⽇ 3,775 (30) 3,326 (26) 478 (4) 648 (5) 

４． 施設利⽤講習開催・受講者数 
教職員対象；12回開催；春期 4回（内 1回英語）26名，臨時 8回 32名，合計 58名受講 

(開催⽇：2021/4/15, 5/10, 5/13, 6/7, 6/14, 7/16, 9/29, 11/5, 12/27, 2022/1/21, 2/7, 3/14) 

学⽣・⼤学院⽣はオンデマンド⽅式の遠隔講習にて 225名受講 

遠隔講習受講者のための施設利⽤案内（学⽣・⼤学院⽣対象） 68名受講 

５． 受託サービス（胚操作関係） 
マウス受精卵の凍結保存：30系統（前年度 33系統） 
受精卵移植による感染マウスのクリーニング：0系統（前年度 0系統） 
凍結受精卵からのマウス作成： 8系統（前年度 29系統） 
新鮮精⼦からのマウスの作成：7系統（前年度 14 系統） 
凍結精⼦からのマウス作成：16系統（前年度 9系統） 
精⼦凍結：80系統（前年度 113系統） 

６． 機器利⽤状況 
Ｘ線照射装置 167回（前年度 44回）， Ｘ線撮影装置 0 回（前年度 8回） 

Ｘ線 CT装置 79回（前年度 153回） 
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７． ⽉別⼀⽇平均収容ケージ数 
 

 マウス マウス 
⾓間分室 ラット モルモット ウサギ イヌ ブタ サル フェレット 

4 ⽉ 6,380 2,017 136 0 63 2 6 4 30 

 5 ⽉ 6,445 2,008 140 4 63 4 6 4 28 

6 ⽉ 6,407 2,016 156 18 64 2 6 4 32 

7 ⽉ 6,446 1,983 142 8 56 1 6 4 32 

8 ⽉ 6,449 1,976 106 0 40 1 6 4 30 

9 ⽉ 6,518 1,962 120 0 36 2 6 3 30 

10 ⽉ 6,414 1,960 89 0 34 2 5 3 28 

11 ⽉ 6,418 1,990 89 1 52 2 5 3 23 

12 ⽉ 6,419 2,028 87 0 59 1 5 3 26 

1 ⽉ 6,358 2,048 77 0 48 0 4 3 29 

2 ⽉ 6,263 2,091 91 0 59 0 4 3 32 

3 ⽉ 6,219 2,082 85 1 51 0 3 3 37 

年平均 6,395 2,013 110 3 52 1 5 3 30 

前年度 
年平均 

6,245 2,085 158 8 59 1 6 5 30 

前年⽐ 1.02 0.97 0.70 0.38 0.88 1.00 0.83 0.60 1.00 

最⼤収容
ケージ数 

11,584 3,584 405 80 84 20 12 10 36 

年平均 
(最⼤⽉) 
収容率 

55%  
(56) 

56%  
(58) 

27% 
(39) 

4% 
(23) 

62% 
(76) 

5% 
(20) 

42% 
(50) 

30% 
(40) 

83% 
(103) 

括弧内収容率は最⼤⽉平均収容率 

 

※個別ケージ飼育のウザギ・イヌ・ブタ・サルは実飼育匹数より算定 
※１ケージ当たり標準収容数：マウス(5)，ラット(3)，モルモット(4)． 
注）マウス最⼤収容数は，検疫室・Ｐ２動物室を含まず 

ウサギ最⼤収容数は予備飼育⽤ 24 ケージを含まず． 
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８． ⽉別⼊舎匹数（購⼊・譲り受け） 
 

 マウス 
宝町 

マウス 
⾓間分室 ラット モルモット ウサギ イヌ ブタ サル フェレット 

4 ⽉ 825 153 200 0 14 2 0 0 0 

5 ⽉ 387 211 174 12 23 4 0 0 0 

6 ⽉ 641 231 240 6 35 0 0 0 6 

7 ⽉ 665 253 168 0 30 0 0 0 0 

8 ⽉ 643 80 146 2 14 2 0 0 0 

9 ⽉ 798 145 205 0 16 0 0 0 0 

10 ⽉ 459 206 59 0 22 0 0 0 0 

11 ⽉ 654 255 94 2 27 0 0 0 0 

12 ⽉ 483 180 108 0 25 0 0 0 6 

1 ⽉ 592 230 112 0 4 0 0 0 3 

2 ⽉ 561 182 162 0 31 0 0 0 0 

3 ⽉ 546 247 131 2 19 0 0 0 0 

合 計 7,254 
13,880 

2,373 
11,120 

1,799 
0 24 260 8 0 0 15 

前年度
合 計 

605 
1,157 

198 
927 

150 
- 5 22 1 0 0 1 

⽉平均 7,854 
28,120 

3,227 
10,637 

1,550 
46 60 156 8 0 0 15 

前年⽐ 
0.97 
0.49 

0.74 
1.05 

0.90 
0.34 

0.40 1.67 - - - 1.00 

（上下 2段表⽰は，上段：購⼊・譲受，下段：⾃家繁殖） 



 

 19 

９． 感染動物実験室（研究基盤⽀援施設⼀階） 

９−１ 利⽤登録 

感染動物実験室を利⽤する承認済動物実験計画数：30件 

（医学系基礎講座 7，医学系臨床講座 14，薬学系 3，新学術創成研究機構 4，がん研 2） 

利⽤グループ：11 

（医学系 7，保健学系/新学術創成研究機構 1，薬学系 2，がん研 1） 

利⽤登録者：55名 

（教員 18，教員以外の研究員 2，補助作業者 7，⼤学院⽣等 27，学外共同研究者 1） 

９−２ 年間導⼊匹数 

マウス：1,322匹 

ラット：0匹 

９−３ 年間⼊館者数 

延べ 2,438名（実⼊館者 37名） 
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【研究基盤⽀援施設】 

１． 2021 年度利⽤登録者数（受託解析を含む, 1階感染動物室を除く） 
 

  利⽤研究室数 利⽤者数 
医薬保健学域 医学類 14 37 
医薬保健学域 薬学類 6 23 
医薬保健学域 保健学類 5 20 
医薬保健学総合研究科 2 2 
医薬保健研究域付属AIホスピタル 1 1 
附属病院 検査部 2 3 
先進予防医学研究センター・免疫・マイクロバイ
オーム部⾨ 1 6 

融合研究域 融合科学系 1 2 
理⼯学域 ⽣命理⼯学類 9 30 
理⼯学域 物質化学類 3 9 
疾患モデル総合研究センター 2 7 
新学術創成研究機構 4 8 
がん進展制御研究所 5 12 
ナノ⽣命科学研究所 1 1 
⼦どものこころの発達研究センター 1 3 
学外(⾦沢⼤学以外の⼤学・研究所等) 7 7 

計 64 171 

利⽤登録実験責任者 
所属 実験責任者 

医薬保健学域 医学類 

⽥嶋 敦 
出村 昌史 
坂本 毅治 
藤永 由佳⼦ 
河原 裕憲 
⻄⼭ 正章 
仲⽥ 浩規 
近藤 悟 
原⽥ 憲⼀ 
前⽥ ⼤地 
溝上 敦 
中⽥ 光俊 
松下 貴史 
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所属 実験責任者 
棟居 聖⼀ 

医薬保健学域 薬学類 

斎藤 洋平 
若杉 光⽣ 
深⾒ 達基 
⼩森 久和 
加藤 将夫 
増尾 友佑 

医薬保健学域 保健学類 

杉⾕ 加代 
尾崎 聡 
向井 加奈恵 
川井 惠⼀ 
森下 英⾥⼦ 

理⼯学域 ⽣命理⼯学類 

伊藤 正樹 
⾦森 正明 
坂本 敏夫 
⽊⾕ 剛智 
⼭⽥ 洋⼀ 
⼩藤 累美⼦ 
程 肇 
都野 展⼦ 
⼤河原 恭祐 

理⼯学域 物質化学類 
⽚岡 邦重  
瀬尾 悌介 
⼭下 哲 

新学術創成研究機構 

柘植 陽太 
⼩倉 康平 
岡本 成史 
⽻澤 勝治 

がん進展制御研究所 

鈴⽊ 健之 
久野 耕嗣 
松本 邦夫 
⼤坪 公⼠朗 
⾼橋 智聡 
平尾 敦 

疾患モデル総合研究センター 
⼤⿊ 多希⼦ 
北村 陽⼆ 
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所属 実験責任者 

医薬保健学総合研究科 
⽯井 清朗 
岡⽥ 光 

融合研究域融合科学系 ⾼松 博幸 
医薬保健研究域付属AIホスピタル ⼤⾙ 和裕 
先進予防医学研究センター・免疫・マイクロバイ
オーム部⾨ 華⼭ ⼒成 

ナノ⽣命科学研究所 紺野 宏記 
⼦どものこころの発達研究センター 横⼭ 茂 
⾦沢⼤学附属病院 病理診断科・病理部 池⽥ 博⼦ 
⾦沢⼤学附属病院 検査部 坂井 優喜⼦ 
京都⼤学 ⾼野 義孝 
富⼭⼤学 ⽟置 ⼤介 
島根⼤学 ⻄村 浩⼆ 
⽯川県⽴⼤学 森 正之 
名古屋⼯業⼤学 ⾼⽊ 宏樹 

２． 各受託解析の状況 
２−１ シークエンス受託解析 

担当者：⼭⼝⿇由⼦ 
キャピラリーシーケンサーABI3130xlを⽤いて, シークエンスの受託解析を⾏なっている。利

⽤者から反応精製済みのサンプルを受領後, 本施設にてホルムアミドに溶解し, ABI3130xl を⽤
いて解析を⾏なっている。 

解析結果が好ましくない場合には, 利⽤者の波形データや反応条件等のチェックによるトラ
ブルシューティングを⾏なっている。 

解析サンプル数 

受託シークエンス 
  利⽤研究室数 利⽤者数 サンプル数 
医薬保健研究域医学系 1 1 128 
医薬保健研究域薬学系 1 1 221 
医薬保健研究域保健学系 2 3 1990 
医薬保健研究域保健学系 6 13 582 
医薬保健研究域保健学系 1 1 125 
理⼯研究域⽣命理⼯学系 3 3 660 
理⼯研究域地球社会基盤学系 1 1 90 
理⼯研究域物質化学系 1 1 12 
新学術創成研究機構 2 2 15 

計 18 26 3823 
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２−２ 質量分析受託解析（タンパク質, ペプチド, 化合物同定） 
 担当者：⻄内 巧, 富樫真紀 

プロテオミクス及びメタボロミクスに適した質量分析計 , Orbitrap QE plus (Thermo 
Scientific)を導⼊し，従来のゲル内消化によるタンパク質に同定に加えて，免疫沈降等の試料に
含まれるタンパク質の⼀括同定やショットガン法による発現タンパク質の包括的な⽐較定量解
析の実験系の受託解析を⾏っている。また， ⾼濃度のタンパク質については，4800 plus MALDI 
TOF/TOFアナライザー（ABSciex）を⽤いて，分析を⾏なっている。 

利⽤者が調製したタンパク質(ゲル及び溶液)を受領後, 本施設の職員がトリプシンで消化・精
製し, 質量分析計でMS/MS解析を⾏い, 試料中に含まれるタンパク質を同定している。また,ラ
ベルフリー定量を⽤いて試料間の⽐較定量解析も⾏っており，10 ㎍程度のタンパク質で数千種
のタンパク質の網羅的な発現解析が可能である。 代謝物についても,試料中の包括的な同定及び
サンプル間の⽐較定量解析を⾏っている。  

また，受託解析に際し, 利⽤者と事前に打合せを⾏い, 必要に応じて実験デザインやサンプル
の調製法について指導を⾏なっている。また, 解析結果について利⽤者と共に考察しながら, 実
験系の改善に努めている。 

質量分析解析数 
解析内容 所属 サンプル数 

MALDI-TOFによ
る測定 

医薬保健学域・医薬科学類・⽣命医科学 3 
理⼯学域・⽣命理⼯学類・植物⽣理⽣化学 1 
理⼯学域・物質化学類 2 

タンパク質同定
（Orbitrap QE plus） 
 

医薬保健学域・医薬科学類・⽣命医科学 124 
医薬保健学域・医薬科学類・創薬科学 51 
医薬保健学域・保健学類 5 
医薬保健学域附属・ＡＩホスピタル・マク
ロシグナルダイナミクス研究開発センター 13 

医薬保健学総合研究科 39 
融合学域 8 
がん進展制御研究所 60 
新学術創成研究機構 41 
ナノ⽣命科学研究所 3 
理⼯学域・⽣命理⼯学類・植物発⽣⽣物学 4 
理⼯学域・物質化学類 2 
先進予防医学研究センター 33 
疾患モデル総合研究センター・研究基盤⽀
援施設 157 

富⼭⼤学 6 
⽯川県⽴⼤学 23 
京都⼤学 10 
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千葉⼤学 36 
鎌倉⼥⼦⼤学 6 
近畿⼤学 22 
福井県⽴⼤学 7 
島根⼤学 2 

代謝物同定
（Orbitrap QE plus） 

研究基盤⽀援施設 187 
環⽇本海域環境研究センター 311 
理⼯研究域 ⽣命理⼯ 2 
公⽴諏訪東京理科⼤学 30 
富⼭⼤学 26 
⽯川県⽴⼤学 10 

計  1224 

質量分析利⽤研究室数 
所属 研究室 
医薬保健学域・医薬科学類・⽣命医科学 8 
医薬保健学域・医薬科学類・創薬科学 5 
医薬保健学域・保健学類 1 
医薬保健学域附属・ＡＩホスピタル・マクロシグナルダイナミ
クス研究開発センター 1 

医薬保健学総合研究科 2 
融合学域 1 
がん進展制御研究所 4 
新学術創成研究機構 3 
ナノ⽣命科学研究所 1 
理⼯学域・⽣命理⼯学類 3 
理⼯学域・物質化学類 1 
先進予防医学研究センター 1 
疾患モデル総合研究センター・研究基盤⽀援施設 1 
富⼭⼤学 2 
⽯川県⽴⼤学 5 
京都⼤学 1 
千葉⼤学 1 
鎌倉⼥⼦⼤学 1 
近畿⼤学 1 
福井県⽴⼤学 1 
島根⼤学 1 
公⽴諏訪東京理科⼤学 1 
計 46 
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２−３ マイクロアレイ受託解析 
 担当者：堀家慎⼀ 

アジレント社のマイクロアレイを⽤いて, 同社のアレイスキャナー等の純正システムを⽤い
てデータを取得している。 

利⽤者から RNA サンプルおよび DNA サンプルを受領後, 本施設の教職員が TapeStation に
よる品質評価, ラベル化・ハイブリダイゼーション・スキャンニングを⾏い, さらに解析ソフト
（GeneSpring等）を⽤いたデータマイニングまで⼀貫した研究⽀援を⾏なっている。 

受託解析に際し, 利⽤者とアレイの実験デザインについて事前打合せを⾏い, 実験結果につい
ては解析ソフトを操作しながら, 利⽤者のニーズに応じたデータマイニングを⾏なっている。論
⽂化の際には, GEOへのデータベース登録の代⾏作業も⾏なっている。 

マイクロアレイ利⽤研究室・解析アレイ数 
所属 研究室 アレイ数 
医薬保健研究域医学系 2 168 
⼦どものこころの発達研究センター 1 28 
新学術創成研究機構 1 4 
がん進展制御研究所 1 8 
学外 1 4 
計 6 212 

２−4 バイオインフォマティクス解析 
 担当者：⻄⼭智明 
近年，様々な次世代シーケンサーが開発され⼤量データを⽐較的安価に⽣産する事が可能にな

っているが，これにより得られたデータをどう解析するか，また解析法に合わせてデータを取得
する事が重要になっている。バイオインフォマティクス解析⽀援として研究計画の策定からデー
タ解析までの相談を受けている。2021年度は微量 RNA-seqによる発現解析について学内より１
件の相談を受け，ライブラリー調製から発現量の⽐較解析までを⽀援した。また，従前より⾏っ
ていた APOBEC3 による変異の解析[Que L. et al. J Invest Dermatol 142: 1793-1803. e1711. 
2021]および前年度からの植物葉緑体の RNA-editingの検出についての解析[Sadamitsu A. et al. 
Plant Mol Biol 107: 431-449.2021]を出版に⾄った。 

３．施設利⽤者（受託解析の利⽤者を除く） 
コバリス S-2，ナノドロップ，Agilent2200 Tapestation，凍結乾燥機,減圧乾燥機, 超遠⼼機，

Maxwell RSC 

2-4 階利⽤者数 
部局 利⽤研究室数 利⽤者数 
医薬保健研究域 医学系 4 5 
医薬保健研究域 保健学系 1 1 
がん進展制御研究所 2 2 
計 7 8 
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【機器分析研究施設】 

１． 2021 年度利⽤状況 

機 器 名 機 種 名 使⽤時間／件数 利⽤者数 
有機微量元素分析装置 ジェイ・サイエンス・ラボ JM10 182時間／364件 58名 
⼆重収束質量分析装置(EI & FAB) ⽇本電⼦ JMS−700(2) 293時間／615件 52名 
質量分析装置(DART & ESI, TOF) ⽇本電⼦ JMS−T100TD 283時間／2087件 91名 
誘導結合プラズマ質量分析装置 サーモフィッシャー Element 2 146時間/42件 8名 

ガスクロマトグラフ／質量分析計 ヒューレットパッカード 
HP-5973 500時間/150件 1名 

核磁気共鳴装置 ⽇本電⼦ JNM-ECA600＊2 2750時間／6044件 110名 
核磁気共鳴装置 ⽇本電⼦ JNM-ECS400 3177時間／12303件 121名 
試料構造評価装置 リガク SmartLab 1244時間／352件 33名 
単結晶⾃動Ｘ線回析装置 理学電気 AFC-7S 0時間／0件＊1 0名＊1 
⾃動Ｘ線回析装置 理学電気 RINT-2200 0時間／0件＊1 0名＊1 
電⼦線マイクロアナライザー ⽇本電⼦ JSM-7100M 708時間／236件 42名 
粘弾性特性測定装置 オリエンテック DDV−01FP 13時間／2件 5名 
円⼆⾊性分散計 ⽇本分光 J-820 31時間／16件 4名 
＊1装置不調や故障のため利⽤なし 
＊２10⽉に JNM-ECZ600R へ更新。使⽤時間，件数，利⽤者数は更新前後を合わせたもの 

２． 主要活動報告 

2021年5⽉17⽇ 低分解能 FAB測定法講習会（MS）開催（2名受講） 
2021年5⽉18⽇ 低分解能 FAB測定法講習会（MS）開催（2名受講） 
2021年9⽉15⽇ 低分解能 FAB測定法講習会（MS）開催（3名受講） 
2021年10⽉18⽇ ⾼分解能 FAB測定法講習会（MS）開催（2名受講） 
2021年11⽉30⽇ 低分解能 FAB測定法講習会（MS）開催（1名受講） 
2022年1⽉6⽇ ⾼分解能 FAB測定法講習会（MS）開催（1名受講） 
2022年1⽉11⽇ 低分解能 FAB測定法講習会（MS）開催（1名受講） 
2022年3⽉4⽇ ⾼分解能 FAB測定法講習会（MS）開催（1名受講） 
 
2021年5⽉30⽇ ECA600型 NMR装置の液体ヘリウム充填（51リットル） 
2021年7⽉8⽇ ECS400型 NMR装置の液体ヘリウム充填（49.5リットル） 
2021年8⽉6⽇ ECA600型 NMR装置の液体ヘリウム充填（48リットル） 
2021年10⽉27⽇ 新規 ECZ600R 型 NMR装置利⽤者講習会１回⽬（教員4名受講） 
2021年10⽉28⽇ 新規 ECZ600R 型 NMR装置利⽤者講習会２回⽬（教員4名受講） 
2021年10⽉28⽇ ECA600型から更新した ECZ600R 型 NMR装置の共⽤開始 
2021年10⽉29⽇ ECS400型 NMR装置の液体ヘリウム充填（40.5リットル） 
2022年2⽉17⽇ ECZ600R 型 NMR装置の液体ヘリウム充填（93リットル） 
2022年3⽉9⽇ ECS400型 NMR装置の液体ヘリウム充填（56リットル）  
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Ⅲ センター教員の教育活動 
【⼤⿊多希⼦教授】 

１） ⼤学院教育 
医薬保健学総合研究科修⼠課程：動物実験演習（医科学専攻） 
医薬保健学総合研究科博⼠課程：Up-to-Dateセミナー（専攻共通科⽬） 
⽣命⼯学トレーニングコース（博⼠課程共通科⽬） 

２） 学類教育 
動物実験と再⽣医学（医学類医学科，分担） 

３） その他 
動物実験基礎講習（留学⽣対象） 

【内⼭正彦准教授】 

１） ⼤学院教育 
ファーマケミストリー実験技術（医薬保健学総合研究科創薬科学専攻・博⼠前期課程，分担） 
修⼠指導（医薬保健学総合研究科創薬科学専攻）２名 
研究⽣指導（医薬保健学総合研究科創薬科学専攻）１名 

２） 学類教育 
有機化学 IV（医薬保健学域・薬学類／創薬科学類２年，必修） 
有機化学演習 IV（医薬保健学域・薬学類／創薬科学類２年，必修） 
有機機器分析（医薬保健学域・薬学類／創薬科学類３年，選択） 
有機化合物の扱い⽅を学ぶ（医薬保健学域・薬学類／創薬科学類２年，必修，分担）） 

３） その他 
薬学系１〜３年⽣９名のアドバイス教員担当（年２回の個⼈⾯談を実施） 
博⼠後期課程 1年⽣ 1名，３年⽣１名の副指導教員 
薬学系 FD研修会への参加 
薬学共⽤試験（OSCEおよび CBT）関連活動（委員会活動を含む） 

【北村陽⼆准教授】 

１）⼤学院教育 
連合⼤学院⼩児発達学研究科（⼩児発達学専攻）：機能画像解析学 
⽣命⼯学トレーニングコース（博⼠課程共通科⽬） 

２） 学類教育 
放射性同位元素検査技術学演習 （保健学類，分担） 

３） その他 
新規登録者安全講習会 
ＲⅠ安全取扱基礎講習会（実習） 
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【𣘺本憲佳准教授】 

１）⼤学院教育 
医薬保健学総合研究科修⼠課程：動物実験演習（医科学専攻） 
⽣命⼯学トレーニングコース（博⼠課程共通科⽬） 

２） 学類教育 
動物実験と再⽣医学（医学類医学科，分担） 

３） その他 
⾦沢⼤学動物実験基礎講習 

【⻄内巧准教授】 

１） ⼤学院教育 
⾃然科学研究科⽣命科学専攻（後期課程）：「ゲノム機能学」 
⾃然科学研究科⽣物科学専攻（前期課程）：「環境⽣命システム学」（分担） 
医薬保健学総合研究科（後期課程）：「遺伝⼦⼯学基礎技術コース」 
主任指導：⾃然科学研究科⾃然システム学専攻（後期課程）2名 

２） 学類教育 
理⼯学域⽣命理⼯学類「バイオ機器分析化学 A」 
理⼯学域⽣命理⼯学類「バイオ⼯学基礎実験Ｂ」 
理⼯学域⽣命理⼯学類「バイオ⼯学研究概論」（分担） 
理⼯学域⽣命理⼯学類「遺伝⼦⼯学 B」 
理⼯学域⽣命理⼯学類「植物⽣理学 A」（分担） 

【堀家慎⼀准教授】 

１） ⼤学院教育 
医薬保健学総合研究科修⼠課程：「動物実験学演習」（分担） 
医薬保健学総合研究科修⼠課程：「遺伝⼦改変動物学特論」（分担） 
連合⼩児発達学研究科：「運動⽣体管理学」（分担） 
連合⼩児発達学研究科：「協調運動障害特論」（分担） 
連合⼩児発達学研究科：「認知⾏動⽣物学演習」（分担） 
医薬保健学総合研究科（後期課程）：「遺伝⼦⼯学基礎技術コース」 
主任指導：連合⼩児発達学研究科（後期課程）2名 

２） 学類教育 
⼈間社会学域⼈⽂学類「神経・⽣理⼼理学 B」 
医学類「動物実験と再⽣医学」（分担） 
医学類「基礎研究室配属」2名受⼊ 
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【⼩阪孝史助教】 

１）⼤学院教育 
医薬保健学総合研究科/医学専攻：学際センターセミナー 
⽣命⼯学トレーニングコース（博⼠課程共通科⽬） 

２） 学類教育 
放射性同位元素検査技術学演習（保健学類，分担） 
放射線計測学実験Ⅱ（保健学類，分担） 
放射化学実験（保健学類，分担） 

３） その他 
ＲⅠ安全取扱基礎講習会（実習） 

【神村栄吉助教】 

１）⼤学院教育 
医薬保健学総合研究科修⼠課程：動物実験演習（医科学専攻） 
⽣命⼯学トレーニングコース（博⼠課程共通科⽬） 

２） その他 
動物実験基礎講習（⾓間分室利⽤者） 
マウスの基本的取扱い⼿技講習 
共通教育科⽬ ⽣物学実験（分担） 

【⻄⼭智明助教】 

１） ⼤学院教育 
医薬保健学総合研究科（後期課程）：「遺伝⼦⼯学基礎技術コース」 

２） 学類教育 
理⼯学域⽣命理⼯学類「ゲノム科学 A」 
理⼯学域⽣命理⼯学類「バイオ機器分析化学Ｂ」 
理⼯学域⽣命理⼯学類「⽣物多様性と進化 A」（分担） 
理⼯学域⽣命理⼯学類「⽣物多様性と進化 B」（分担） 
理⼯学域⽣命理⼯学類「バイオ⼯学基礎実験Ｂ」 
理⼯学域⽣命理⼯学類「バイオ⼯学研究概論」（分担） 
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Ⅳ 研究⾼度化部⾨の研究状況 
１．疾患解析プローブ・ケミカル分野 

内⼭正彦准教授 
【研究概要】 
アルドキシムの触媒的酸素酸化を⽤いたニトリルオキシドの新規調製法の開発およびイソキサゾ
ール類のワンポット合成への応⽤ 
有⽤性の⾼い化合物であるイソキサゾール類の環構築には，ニトリルオキシドとアルキンとの

1,3-双極⼦環化付加反応が汎⽤されており，⽤いるニトリルオキシドはアルドキシムの酸化反応に
よって得られる。アルドキシムの新規酸化⼿法の開発における最近の焦点は，１）アルキン共存下
でアルドキシムからニトリルオキシドを
⽣成させ，連続的に 1,3-双極⼦環化付加反
応でイソキサゾール合成が可能な反応系
の開発，２）毒性や危険性の⾼い酸化剤を
⽤いず，反応後に多量の廃棄物を⽣じない
ような環境調和型反応系の開発である。こ
のようなことから，最近，⽐較的安価で安
全な Oxone®を末端酸化剤とし，触媒量の
塩化物イオンやヨウ化物イオンとともに
アルキンとアルドキシムをワンポットで
反応させる⽅法が報告されているものの，
この⽅法でも化学量論量の Oxone®を⽤い
ているため，反応後に相当量の廃棄物が⽣
じることは避けられない（Scheme 1）。 

そこで我々は，末端酸化剤として空気中の酸素を⽤いる触媒系を探索し，経済性・環境調和性を
更に改善したイソキサゾール合成法を開発すべく研究を⾏なった。その結果，触媒量の亜硝酸エス
テル (TBN)と空気中酸素を組み合わせた新規反応を⾒出した。この反応では TBN から発⽣する
NOが酸素により酸化されて NO2となり，
これが触媒的にアルドキシムをニトリルオ
キシドへと酸化していることが確認でき
た。また本反応を各種イソキサゾール類の
効率的なワンポット合成へ応⽤できること
も確認できた（Scheme 2）。 
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北村陽⼆准教授 
【研究概要】 

特定の⽣体内分⼦を標的とした分⼦イメージング剤を新規に開発し，⽣体内分⼦の分布と変化を
SPECT（単⼀光⼦放射断層撮影）や PET（ポジトロン断層法）を⽤いて可視化することにより，
⾼次脳機能疾患やがんの早期診断法や重症度診断，治療効果判定を⽬指した客観的で正確な画像診
断法の確⽴を⽬的として研究を⾏っている。 

1) ストレス性精神疾患の可視化 

ストレス性疾患からの回復には早期治療が重要であり，早期診断が望ましい。我々は細胞内スト
レス応答時に⾼密度に発現するσ-1 受容体を標的とした，σ-1 受容体に選択的，⾼親和性な
[123/125I]OI5V を新規に開発している。精神的ストレスモデルとされる社会的敗北ストレスマウス
を作製，社交性を評価する社会的相互作⽤テストを⾏い，σ-1受容体密度を[125I]OI5Vを⽤いて調
べた。その結果，社交性の低下している社会的敗北ストレスマウスでは,⼤脳と⼩脳のσ-1 受容体
密度が有意に減少していることを⾒出し，[123I]OI5Vがストレス性疾患の客観的な早期診断σ-1受
容体イメージング剤となり得る可能性を⽰した。 

2) 放射性⾦属-ポルフィリン誘導体の腫瘍診断薬としての開発 

ポルフィリンが腫瘍集積性を⽰すこと，また，ポルフィリン環のピロールの⽔素を臭素に置換し
た，⼋臭素化ポルフィリン誘導体が従来のポルフィリンよりも⾦属との結合が早いことに着⽬し，
腫瘍イメージング剤の開発を⽬指した研究を⾏っている。これまでに，111In-OBTCPPは，短時間，
⾼標識率で標識可能であり精製することなく⽤いることができ，111In-OBTCPPは，担癌マウス体
内へ投与後，癌に集積している可能性を⽰した。 

【代表的な研究成果】 
1) Ogawa K., Echigo H., Mishiro K., Hirata S., Washiyama K., Kitamura Y., Takahashi K., Shiba K. and 

Kinuya S. ; Molecular Pharmaceutics, 18(9), 3553-3562, (2021).  

【主な外部資⾦】 

1) 北村陽⼆（代表），科学研究費補助⾦ 基盤研究(Ｃ)：「放射性⾦属を⽤いた包括的な腫瘍診
断・治療薬剤の開発研究」，1,100千円（総額 3,300千円） 

2) 北村陽⼆（分担），厚⽣労働科研費（⾷品の安全確保推進）：「⾷品添加物の安全性確保に資す
る研究」，1,000千円（分担⾦総額 3,000千円）. 
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⼩阪孝史助教 
【研究概要】 

特定の⽣体内分⼦を標的とした分⼦イメージング剤を新規に開発し，⽣体内分⼦の分布と変化を
SPECT（単⼀光⼦放射断層撮影）や PET（ポジトロン断層法）を⽤いて可視化することにより，
疾患・障害における客観的で正確な画像診断法の確⽴を⽬的として研究を⾏っている。 

1) コリン作動性神経系の可視化によるアルツハイマー病の早期診断 

アルツハイマー病患者の脳内ではコリン作動性神経系の機能低下が⾒られる。我々は同神経系の
中で⼩胞アセチルコリントランスポータ(VAChT)をターゲットとした放射性イメージング剤の開
発研究を⾏っている。これまでに，(-)-[123I]OIDVおよび(-)-[11C]OMDVをそれぞれ SPECT/PET
⽤ VAChTイメージング剤として開発しており，いずれもラット⽣体脳内の VAChTイメージング
にも成功している。 

2) σ受容体を標的とした新規固形がんイメージング剤と抗がん剤の開発 

σ-1，σ-2受容体は種々の腫瘍細胞において過剰発現していることが報告されている。両受容体
とも固形腫瘍細胞の増殖を亢進することが明らかになっており，またそれらのアンタゴニストが抗
ガン作⽤を⽰すことも報告されている。我々はこれまでに，SPECT⽤σ-2受容体イメージング剤
[123I]PIDVを開発しており，担癌ヌードマウス（乳腺癌細胞MCF-7移植）でのσ-2受容体 in vivo
イメージングに成功している。 

【代表的な研究成果】 
1) Wakabayashi H., Taki J., Mori H., Hiromasa T., Akatani N., Inaki A., Kozaka T., Shiba K., Ogawa K., 

Kinuya S.; Circulation Journal, 2021, doi: 10.1253/circj.CJ-21-0320. 

2) ⼩阪孝史, 北村陽⼆, 柴 和弘「Development of PET/SPECT probes for Vesicular acetylcholine 

transporter (VAChT) imaging」, 英語発表, 第 61回⽇本核医学会学術総会, 核医学会シンポジウ
ム, 2021 年 11 ⽉ 4⽇(⽊), 名古屋. 

【主な外部資⾦】 

1) ⼩阪孝史（代表），科学研究費補助⾦ 基盤研究(Ｃ)「σ受容体を標的とした新規固形がんイ
メージング剤と抗がん剤の開発」, 2020〜2022年度, 直接経費（2022年度）1,100千円（直
接経費総額 3,300千円） 
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２．疾患モデル分野 
⼤⿊多希⼦教授 

【研究概要】 
発⽣⼯学的⼿法とゲノム編集技術（CRISPR/Cas9）を⽤いて新規遺伝⼦改変マウスを作出すると

ともに，既出の遺伝⼦改変マウスを利⽤し，婦⼈科疾患を中⼼としたヒト疾患モデルマウスの開発
と疾患の発症・進展のメカニズムの解明を⾏っている。本年度は，多くのヒト⼦宮体癌でみられる
PTEN 遺伝⼦変異に注⽬して独⾃に作出した，⼦宮体癌を⾃然発症する Pten が⼦宮全体で⽋損して
いるマウスと⼦宮体癌の前駆体である過形成のみを⾃然発症する Pten が⼦宮上⽪のみで⽋損して
いるマウスを⽤いて，閉経後に⼦宮体癌が好発する分⼦機構の探索を⾏っている。また，近年では，
シフトワークや不摂⽣などで睡眠や⾷事を取るタイミングなどが乱れた場合には中枢時計と末梢
時計が脱同調し，その結果，排卵障害・着床障害・不育症が増加すると報告されていることに注⽬
して，時計遺伝⼦を⼦宮特異的に⽋損したマウスなどを⽤いて妊娠維持との関連を研究している。 

【代表的な研究成果】 
1) Hosono T, Ono M, Daikoku T, Mieda M, Nomura S, Kagami K, Iizuka T, Nakata R, Fujiwara T, Fujiwara 

H, Ando H. Time-restricted feeding regulates circadian rhythm of murine uterine clock. Curr Dev Nutr. 
2021, 5(5):nzab064.  

2) Hasan N, Nagata N, Morishige JI, Islam MT, Jing Z, Harada KI, Mieda M, Ono M, Fujiwara H, Daikoku 
T, Fujiwara T, Maida Y, Ota T, Shimba S, Kaneko S, Fujimura A, Ando H. Mol Metab. 2021, 49:101202.  

3) Kayahashi K, Mizumoto Y, Matuoka A, Obata T, Iwadare J, Nakamura M, Daikoku T, Fujiwara H. BMC 
Cancer. 2021, 21:32.  

【主な外部資⾦】 
1) 大黒多希子（代表），AMED 革新的がん医療実用化研究事業：閉経後ホルモン依存性子宮体

癌の発症・進展の新たな分子機構-男性ホルモン作用の解析と臨床応用-，19,000 千円 

2) 大黒多希子（代表），文科省科研費 基盤研究(B)：子宮がん自然発症マウスモデルを用いたが

ん発生を制御する上皮・間質の相互応答の解明，4,700 千円 

3) 大黒多希子（代表），文科省科研費 挑戦的研究（萌芽）：がん自然発症マウスを用いた抹消

概日リズム異常によるがん発生・進展誘導機構の解析，2,600 千円 

他，研究分担 13 件 
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𣘺本憲佳准教授 
【研究概要】 
胚移植レシピエントのための新規アルビノ近交系マウスの開発 
マウスの胚や精子の取り扱いに関しては，近年，飛躍的な技術向上により，移植成績向上の

ための試薬類も市販されるようになったため，小規模施設においても十分に対応が可能である。

一方，胚移植用のレシピエントマウスとしては，多産を目的に選抜されたクローズドコロニー

である ICR 系統が第一選択肢となっているが，加齢と共に腹腔内，特に卵巣周囲に過度の脂肪

蓄積が生じ，比較的早期に使用できなくなる。そのため購入しても使用する前に肥満により処

分する匹数が相当数あり，コストの観点のみならず，動物福祉の観点からも大きな問題である。

また，雄と交配して膣栓を形成しても卵管膨大部が小さく胚移植できないマウスがかなりある。

更には，移植後自然分娩できずに帝王切開により胎仔を摘出し，別に用意した里親に授乳させ

ることも多く，出産予定日に合わせて別に里親マウスを準備しては，里親の産仔を含めて処分

することを繰り返さざるを得ない。 

このような個体間のばらつきは，遺伝的に不均一なクローズドコロニーの特性によるもので，

遺伝的に均一な近交系マウスをレシピエントとして使用できれば，個体間のばらつきを抑制す

ることが出来る。さらに近交系であれば小規模施設においても自家繁殖生産が容易で，レシピ

エントマウスの安定供給にもつながる。また，脂肪蓄積の少ない系統を選別すれば，肥満によ

り無駄になる動物数を削減することも可能である。しかしながら，現在市販されている近交系

マウスは ICR に比べると小型で産仔数も少なく，妊娠中の事故も少なくないことから，レシピ

エントとしては適していない。したがって，無

駄に処分されることなく，胚移植による生産効

率が高く，個体間のばらつきのない，胚移植用

レシピエントに特化した近交系マウスの開発

が強く望まれる。我々は，乳腺の発達を指標に

選別したミックス系統から，多産で哺育能力が

高いアルビノ近交系の KSマウスを独自に作出

した（図，Ishigaki et al. Laboratory Animal 
Science, 1996）。 

KS マウスは非常に温厚で扱いやすく，平均

産子数は一般的な近交系では 5〜6 匹であるのに対して９匹以上で授乳能力も良好，自然交配

では離乳までに産仔を失うこともなく，胚移植用レシピエントマウスとしての活用を目指した。

これまでに，KS マウスを ICR 系統に代わるレシピエントマウスとして確立するための検証を

行い，偽妊娠率が高く卵管膨大部形成のばらつきも小さい，自然分娩率が高く里親が不要，６

ヶ月齢まで胚移植に使用できる等，ICR 系統に対する優位性を明らかにした。ただ，移植卵数

に対する離乳数が平均約３割あるものの実施例間のばらつきがあり，実用化に向けて，生体復

元率の安定化と向上を図るプロトコルの改良と検証を行っている。 
  

図 ミックス系統から樹⽴した KS マウス 
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神村栄吉助教 
【研究概要】 
神経発達障害モデルラットの作製 
ウイルス RNA を模倣する合成⼆本鎖 RNA アナログの Poly I:C を妊娠期の雌ラットに投与した
⺟体免疫活性モデルラットを作製し，⾃閉症や統合失調症といった神経発達障害のモデルとしての
有⽤性について検討した。胎齢 19⽇の投与群における⾏動解析で，社会的嗜好性について雌雄差
が⽰唆された。マイクロアレイによる遺伝⼦発現についても雌雄差が認められ，さらなる解析を進
めている。 
 
双性イオン液体を⽤いたマウス胚凍結保存法の検討 
細胞の凍結保存に広く⽤いられている有機溶剤の DMSO (dimethyl sulfoxide)等に替わる凍結保

存剤として双性イオン液体に着⽬し，マウス受精卵の凍結保存法について検討を進めている。マウ
ス 2 細胞期胚を⽤いた凍結保存では DMSO を主成分とする DAP213 溶液を⽤いた凍結保存に劣
らない成績が得られた。更に前核期胚を⽤いたテストでは，双性イオン液体を⽤いた場合に
DAP213 を⽤いた場合より⾼い⽣存性を⽰唆する結果が得られ，さらなる解析を進めている。 
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３．疾患オミクス分野 
⻄内巧准教授 

【研究概要】 
1） ゲノム編集技術を活⽤した病害抵抗性作物の作出 
ムギ類⾚かび病菌（Fusarium graminearum等）は，コムギ，オオムギ等のムギ類やトウモロ
コシの穂などに感染し，これらに甚⼤な被害を及ぼす難防除性の植物病原⽷状菌である。加え
て，本菌が産⽣するトリコテセン系かび毒が⾷物や飼料に混⼊すると，ヒトや家畜に免疫抑制
や⾷中毒等の深刻な健康被害を及ぼすことから，世界的に問題になっている。⾚かび病に対す
る抵抗性を負に制御している NFXL1 遺伝⼦及び RPS27a 遺伝⼦を⾒出し，オオムギの
HvNFXL1遺伝⼦及びHvRPS27a遺伝⼦を RNAiにより抑制した個体が，⾚かび病に抵抗性を
⽰すことが明らかにした。現在，ゲノム編集技術を⽤いて，コムギの⾚かび病抵抗性の分⼦育
種を進めている。 

2) 植物由来の代謝物を⽤いた作物の病害防除技術の開発 
メタボローム解析を活⽤して，植物の化学的防御機構のキーとなる代謝産物を探索・同定し，
それらの作⽤機構を解明することで，コムギ，オオムギ等の多様な穀物に実⽤化可能な植物由
来の⾚かび病防除剤の開発を⾏っている。抵抗性品種に多く含まれていたニコチンアミドモノ
ヌクレオチド（NMN）が抵抗性誘導剤として作⽤することを明らかにし，オオムギ及びコムギ
の罹病性品種の穂に，予め NMNを噴霧処理するこことで，⾚かび病の菌体量及びかび毒の蓄
積を顕著に減少させることに成功した。さらに，NMN の類縁体の中から低コストで同等以上
の防除価を⽰すニコチンアミド(NIM)を⾒出し，NIMを⽤いた圃場試験等の実⽤化試験を進め
ている。 

【代表的な研究成果】 
1） Murashita Y, Nishiuchi T, Rehman SU, Komatsu S. (2021) Subcellular Proteomics to Understand 

Promotive Effect of Plant-Derived Smoke Solution on Soybean Root. Proteomes. 9(4):39. 

2） Wei Y, Nishiuchi T, Sakamoto T. (2021) Characterization of mycosporine-like amino acids in the edible 

cyanobacterium Nostoc commune (Di Pi Cai) from China. J Gen Appl Microbiol. 67(6):260-264 

3） Asai M, Yoshida N, Kusakabe T, Ismaeil M, Nishiuchi T, Katayama A (2021)Dehalococcoides mccartyi 

NIT01, a novel isolate, dechlorinates high concentrations of chloroethenes by expressing at least six 

different reductive dehalogenases. Environ Res. 207: 112150.  

【主な外部資⾦】 
1） ⽂科省科研費 新学術領域公募研究 「プロテオミクスで紐解くヤポネシア⼈の⾷性復元」
2021年〜2022年度，代表者，3,500千円（総額） 

2） 共同研究費(株式会社フローラ) 「天然植物活⼒液の作⽤機構の解析」 
2021年度，代表者，7,481,200円 
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堀家慎⼀准教授 
【研究概要】 
1） ⾼次脳機能・脳構造の構築に関わるゲノム刷り込み遺伝⼦の探索 
ゲノム刷り込みは，親アレル特異的な遺伝⼦発現システムであり，哺乳類にのみ存在する。⺟
親由来の遺伝⼦は，胎児や胎盤の成⻑を負に制御し，逆に，⽗親由来の遺伝⼦は，胎児や胎盤
の成⻑を正に制御することから，ゲノム刷り込みの進化には，⺟親ゲノムと⽗親ゲノムの綱引
きが存在すると提唱されてきた。しかし，神経細胞でゲノム刷り込みを呈する遺伝⼦群の進化
における意味は不明なままである。我々は⾼次な脳機能や脳構造にゲノムゲノム刷り込みが何
らかの役割を果たすのではないかと考え，脳回を持つフェレット，ヒト特異的にゲノム刷り込
みを受ける遺伝⼦の探索を⾏っている。 

2） エピゲノム編集技術を⽤いたレット症候群の新規治療法の開発 
レット症候群（RTT）は，主に⼥児に発症する X連鎖性顕性遺伝病で，乳児期から重度の進⾏
性発達障害をきたすが，未だ有効な治療法がない。原因遺伝⼦は，Xq28に存在するMeCP2遺
伝⼦であり，「X 染⾊体不活化」の影響を受け臨床症状の軽重に影響する。そこで我々は，「X
染⾊体不活化」により不活性化されてはいるが正常な患者の遺伝⼦を活⽤するという新たな発
想による RTT治療法の確⽴を⽬指している。最新のエピゲノム編集技術を⽤い，不活性化さ
れている正常なMeCP2遺伝⼦のエピゲノムを改変し，活性化することで，⽣理的な遺伝⼦量
に近づける事が可能となると考えている。 

【代表的な研究成果】 
1） Nagaya S, Maruyama K, Watanabe A, Meguro-Horike M, Imai Y, Hiroshima Y, Horike SI, Kokame K, 

Morishita E. (2022) “First report of inherited protein S deficiency caused by paternal PROS1 

mosaicism.” Haematologica, 107(1):330-333. 

2） Yiming R, Takeuchi Y, Nishimura T, Li M, Wang Y, Meguro-Horike M, Kohno T, Horike SI, 
Nakata A, Gotoh N. (2021) “MUSASHI-2 confers resistance to third-generation EGFR-tyrosine 
kinase inhibitor osimertinib in lung adenocarcinoma.” Cancer Science, doi: 10.1111/cas.15036. 

3） ⽬⿊牧⼦, 堀家慎⼀「疾患とエピジェネティクス」遺伝学の百科事典,450-451, 2022年 1⽉発
⾏（丸善出版株式会社） 

【主な外部資⾦】 
1） ⽂科省科研費 基盤研究(C)「性特異的なエピゲノム制御による⾃閉症発症機序の解明」
2019年〜2021年度，代表者，3,400千円（総額） 

2） 財団法⼈ ⼩柳財団 2021年度研究助成⾦「オキシトシン受容体のエピゲノム制御による調
和のとれた社会性発達メカニズムの解明」代表者，1,000千円 
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⻄⼭智明助教 
【研究概要】 
1) 多様な⽣物のゲノム・トランスクリプトーム解読による進化研究 
 カワゴケソウ科の急速な進化についてトランスクリプトーム解析に基づいて進化速度の速い特
徴について明らかにした[1]。シャジクモゲノムを調べて⾒つかったミオシン遺伝⼦が超⾼速ミオ
シンをコードしていることがわかった[2]。盗葉緑体現象を⽰すミドリウミウシ[3],熱帯性のフタバ
ガキ科樹⽊[4]のゲノム解読について出版した。フタバネゼニゴケ，アオミドロのゲノム解読を進
めた。 
2) ゲノム情報を利⽤した形質転換系の開発と遺伝⼦機能解析 
 ナガサキツノゴケのゲノム情報より得たプロモーター配列が，ナガサキツノゴケ形質転換実験に
有⽤であることがわかった[5]。ゲノム情報を利⽤してシャジクモでの形質転換系開発を進めてい
る。また，遺伝⼦組み換えが可能な系で LEAFY, YABBYなどの植物メリステム制御に関わる遺伝
⼦の相同遺伝⼦の機能解析を進めている。 
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